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電子スピン共鳴を用いた分子性物質の研究 
 
 負電荷とスピン 1/2 をもつ電子は固体物性における中心的存在であり、物質中の電子の環

境の違いが多彩な物性を導く。電子スピン共鳴(Electron Spin Resonance, ESR)はその電子（正

確に言えば不対電子）を検出する分光法の一種である。ESR は不対電子をプローブするには

検出感度も高く非常に有効な手法であるが、研究対象物質に不対電子が存在することが必要

なため、核磁気共鳴(NMR)と比較してその適用範囲は狭い。しかしながら、遷移金属イオン

を含む無機化合物やフリーラジカルを持つ有機化合物などの研究に古くから用いられてきて

いる[1-3]。 
 我々はこれまでに遷移金属を含む分子磁性クラスターやπ電子からなる分子性物質に ESR
を適用し、そのミクロな電子状態を明らかにする研究を展開してきた。例えば、分子磁性ク

ラスターではエネルギー準位が離散的になるため、ESR の共鳴磁場から交換相互作用 J や一

軸異方性 D 項などのミクロなパラメーターが得られる。一方で、S=1/2 の三角格子からなる

分子性導体β’-X[Pd(dmit)2]2（X は１価カチオン）では、g 値の角度依存性から ESR がどこの

スピンをプローブしていて、どのようなスピン相関を持っているかを明らかにし、さらに、

線幅の角度依存性から系がどのようなスピンダイナミクスを持っているかを明らかにしてい

る。 
 このようにESRは研究対象物質のミクロな電子状態を調べる最も直接的なプローブ法の１

つであるため、そこから得られる情報は多い。特に、我々はミリ波やサブミリ波を利用した

多周波 ESR 装置を独自に開発し、特色のある ESR 研究を展開しているのでそれらの結果も

併せて紹介したい。講演では、ESR がどういう測定で、何がわかるのかを分子性物質への適

用例を中心に説明していく。 
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